
 

～図書室にはこんな本があります～ 

Ｎｏ. 64 
 

★  利用者からの質問をもとに昭和館図書室の資料を紹介します。 

       （書名の後の（ ）の数字は請求記号です。） 

 

 

問 陸軍の軍人がつけていた認識票について知りたい。 

   

答 「認識票」で検索してみます。 

 

全資料 →  認識票 （１６件該当） 

 

    ＊ 認識票の目的や内容について 

『しらべる戦争遺跡の事典』（開架参考 R210.6/J87） 

『日本軍隊用語集』（開架 392.1/Te43/1） 

『不知の命脈』（916/Ta67） 

 

    ＊ 認識票の写真など 

『常勝陸軍』（396.21/Sa47） 

→認識票の起こりや目的・つけ方などの解説もあります｡ 

写真は昭和 9年当時です｡ 

『つわもの之碑 第８輯』（916/N99/8） 

→新聞記事に写真があります｡ 

『939部隊戦友会会報 No.21 第 2部〔増刊〕 

（昭和 62年 6月）』（雑誌 396.21/Ky8/Z21） 

→認識票の図解あり｡ 

 

 

 

 

 
 

 

 

図書室には、書棚に並んでいる図書以外にもたくさんあります。 
検索端末を使って、読みたい本を探してみてください。 
操作方法等がわからない場合は、カウンター職員までお気軽に…。 



・ ・・もう一冊！！！・・・６２ 
 

以前、本の修理について書いたことがありますが、時折自分でもおかしな趣

味だなあ！と思うのが、本の箱作りです。割合に高価な本は、箱に入っている

ことが多いのですが、この箱、いったいいつからあるのかよくわかりません。

初めは輸送時に本が傷まないように作られたことは想像できます。現に、何も

書いていない箱だけというケース（シャレじゃないですよ）もあります。一度、

箱の第１号、カバーの第一号、帯の第一号・・・。など調べてみたいのですが、

これらは本自体と関係ないと思われているので捨てられている場合が多いもの

です。とにかく箱は本の保護にはなるので、気に入った本に箱がない場合には、

筆者は自作します。小学校以来図画工作がお得意な筆者は、ぴったりな箱を作

りますが、本の箱でピッタリというのは、きつすぎず、緩すぎず、箱を持って

下に向けると、本がユックリと抜け落ちるきつさのことです。これは結構難し

いですよ。市販の本ではなかなかありません。反対に絶対に抜けないような本

なら何冊もあります。これは市販本の箱は本の現物がないうちに、紙質やペー

ジ数などから本の厚さを見込んで造るので、途中で紙やページ数が変わると大

変なのです。   

箱ができると、ついでに本のタイトルやカバーをカラーコピーして箱に張り

ます。これも一種の熟練が必要で、皺もなく綺麗に貼れると、初めからあった

箱のように見えます。筆者の書架のある本を見て、「アレーッ？この本箱付きだ

ったのー！！」と言った人がいましたが、自作でした。１００年もたったら、

箱のあるなし論争が起きるかもしれません。   

ちなみに自作の箱は、古本の世界では「こしらえ箱」と言います。箱は本と

こすれるので、カバーのない場合は慎重に扱わないと、保護の箱が至って本を

傷つけることにもなります。外国では箱付きの本は珍しく、日本よりも遅れて

箱付きが出現しています。豪華本の場合には、内部にフェルトを貼った物が多

いのですが、これは前記のように本が擦れるのを防止するためです。日本では

そこまでやった箱はあまりありません。逆に、箱のホチキスが本に傷を付けて

いたものがありました。タイトルが「書物への愛」全然愛がないじゃないか！

また、箱には普通の箱と、蓋付きの箱、更に夫婦箱という貝のように開くタイ

プの箱もあります、この型の箱は、外国では見たまま「シェルボックス」と言

います。日本人は箱が好きなので、２重箱、３重箱なんていう本もありますが、

ここまで行くと何だか変ですね。皆さんも好きな本に箱を作ってあげませんか。

本が喜びますよ。 （午睡）                       

 
－図書室から－ 

戦後も還暦を迎え、出版や放送等いろいろなメディアが検証をはじめました。昭和館に

とっても忙しい年の始まりです。 
 

＊２月１５日（火）～２７日（日）まで閉室します。 
４階図書室及び５階映像・音響室は資料整理のため閉室します。ご了承ください。 

 なお、６・７階常設展示室、１階の「懐かしのニュースシアター」は通常通りご覧にな

れます。 
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